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とおく。 nS が最小になるのは、 )1( nkkxk ≦≦ のときであることを示す。 

nji ≦≦ 1 として、 kxk  の状態から ix と jx を入れ替える。すなわち、 ixjx ji  , である。 

このとき、(1)より、
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したがって、
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 nSn が示されるから、①を示す。 

 

(解答 1) 
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(解答 2) 
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※出題者が意図した解答は、(解答 1)と考えられるが、(解答 2)の方が、近似精度が高いことがわかる。 

 数学的帰納法ではうまくいかない。 


